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（
所
在
地
）
川
上
村
井
光

（
祭
神
）
吉
野
始
祖
井
光
（
井
氷
鹿
）

（
交
通
）
近
鉄
・
大
和
上
市
駅
か
ら
ゆ
う

ゆ
う
バ
ス
で
武
木
下
車
、
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
り
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
７
・

・
２
０
７
９

神
武
東
征
ゆ
か
り
祭
神
記
紀
登
場

井
光
神
社
（
川
上
村
）

莢莢

莢莢

井
光
神
社
は
吉
野
川
源

流
の
川
上
村
の
井
光
集
落

に
鎮
座
し
ま
す
。
祭
神
は
吉

野
始
祖
井
光
（
井
氷
鹿
）
で

す
。「

古
事
記
」
に
よ
る
と
、

井
氷
鹿
は
、
神
武
天
皇
（
神

倭
伊
波
礼
毘
古
命
）
が
東

征
で
熊
野
か
ら
吉
野
に
入

っ
た
際
、
宇
陀
へ
の
進
路
を

案
内
し
ま
す
。
井
氷
鹿
に

つ
い
て
「
尾
生
る
人
、
井
よ

り
出
で
来
た
り
き
。
そ
の

井
に
光
あ
り
き
」
（
岩
波
文

庫
版
）
と
書
か
れ
、
国
土

の
各
地
で
活
躍
す
る
神
々

を
意
味
す
る
国
津
神
を
名
乗

り
ま
す
。

井
氷
鹿
は
神
武
天
皇
を

案
内
す
る
途
中
、
御
船
山

の
尾
根
に
設
け
た
拝
殿
で

波
波
迦（
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
）

の
木
を
燃
や
し
て
鹿
の
骨

で
占
い
、
御
船
の
滝
の
上

部
に
宮
柱
を
立
て
天
乃
羽

羽
矢
を
納
め
て
進
軍
の
勝

利
を
祈
願
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
井
氷
鹿
は
「
日
本

書
紀
」
で
は
井
光
と
表
記
さ

れ
ま
す
。

神
社
の
正
面
に
立
つ
と
大

き
な
杉
と
拝
殿
が
印
象
的
で

す
。
本
殿
後
方
に
磐
座
と
み

ら
れ
る
高
さ
約
１
・
５
㍍
の

巨
岩
が
露
出
し
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
数
多
く
の
石
灯
籠

が
並
び
、
最
も
古
い
の
は
１

６
８
６
（
貞
享
３
）
年
寄
進

の
も
の
で
す
。
境
内
は
手
入

れ
が
行
き
届
き
、
地
区
の
人

た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

神
社
か
ら
御
船
の
滝
ま

で
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
、
コ
ー
ス
沿
い
に

は
井
氷
鹿
を
祭
る
祠
、
現

れ
た
と
さ
れ
る
井
戸
の
跡

な
ど
が
あ
り
、
伝
説
ゆ
か
り

の
地
を
巡
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

奥
田
八
尋
）

井
氷
鹿
を
祭
る
井
光
神
社
‖
川
上
村
井
光
で


